
93

1.　はじめに

　長野県上水内郡飯綱町（旧牟礼村） にある矢筒

山（標高 567 ｍ） は， 田園地帯の一角に独立して

存在する小山である．山頂部を中心とする約 5.2 ヘ

クタールは，1997 年に県の郷土環境保全地域に指

定されている． この山の環境変遷の概略について

は，尾関ほか（2006）によってまとめられている１）．

それによれば，明治後期の，ほぼはげ山の状況から，

山麓から山頂部にかけてのやや広い面積が畑地とし

て利用された一時期を経て，昭和 40 年代以降に森

林化が進んだ状況があること，そして現在の耕作放

棄地においては高木層と亜高木層ともに，ケヤキが

優占する落葉広葉樹林が発達することが報告されて

いる． このように 40 ～ 50 年間をかけて徐々に森

林化が進んだと考えられる矢筒山において，現在の

植物相を明らかにすることを目的として， 約 2 ヵ

年をかけて植物相調査を実施した．ここでは，その

調査結果を報告する．

　なお，本調査の一部は長野県環境保全研究所の研

究プロジェクト「信州の里山の特性把握と環境保全

のための総合研究」（平成 13 ～ 17 年度）の一環と

して行ったものである．また，矢筒山の環境変遷の

詳細については，富樫（2007）2）にまとめられている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2. 調査地および方法
　

　調査地の矢筒山（図 1）は，周囲から独立した小

山で，東北東－西南西方向にやや伸びた楕円状をし

ている．山の周囲には水田があり，山の麓には民家
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や病院，老人ホームなどが建っている．水田から山

頂 ま で の 標 高 差 は 約 50 ～ 60m で あ る． 南 側 は 約

20 前゚後の比較的緩やかな傾斜面で，北側は鳥居川

支流の八蛇川に面する約 30 ～゚ 40 の゚急斜面となっ

ている．調査地付近の飯綱町（旧牟礼村）牟礼にお

ける 1978 年～ 1995 年の気象観測データによると

年 間 平 均 気 温 は 10.8℃， 年 間 平 均 降 水 量 は 916㎜

であり，年間平均降雪量は 247㎝である３）．調査対

象地は，県郷土環境保全地域に指定された区域とほ

ぼ同一である．

　調査地に山麓東側から山頂へ向かう歩道沿いの

ルート（Ａルート），西側から八蛇川沿いにある農

業用水路沿いのルート（Ｂルート），および西側か

ら山頂に向かうルート（Ｃルート）の３つの調査ルー

トを設定した（図 1）．Ａルート（距離約 250m）は

道幅が約 1m あり、 散策や自然観察に適している．

Ｂルート（距離約 500m）は，東側の遊歩道入り口

までいけるが道は荒れている． Ｃルート（距離約

200m）は南斜面の遊歩道で，周囲にケヤキ林が成

立し，一部畑地として使用されているが，山頂まで

は途中で道がはっきりしなくなる．調査は各ルート

沿いに目視できる範囲に出現する維管束植物をすべ

て記録し，現地での同定が困難な種類は標本を作成

した後種名を決定し，植物目録を作成した。植物の

同定には主に「日本の野生植物」４） ～ ６），「長野県植

物 誌」 ７） に よ り， 植 物 目 録 の 和 名， 学 名， 科・ 属

の配列等は「長野県植物誌」に準拠した．調査期間

は 2005 年 7 月～ 8 月，2006 年 5 月～ 10 月の期間で，

調査日数は 12 日間であった．

　　　1　長野県環境保全研究所 自然環境部　〒 381-0075 長野市北郷 2054-120
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3. 　結果

　 確 認 さ れ た 維 管 束 植 物 は，93 科 327 種 ４ 変 種，

１雑種の計 332 種類であった（付表）．内訳はシダ

植物 28 種，裸子植物 10 種，被子植物 289 種 4 変種，

１雑種であった．植栽による種類はカラマツ，ソメ

イヨシノ，イチョウ，ヤマツツジなど 9 種である．

外来植物はアメリカセンダングサ，アレチウリ，オ

オイヌノフグリ，オオアレチノギク，オオブタクサ，

シロツメクサ，ニワウルシ，セイヨウタンポポ，タ

チイヌノフグリ，カモガヤ，ナガハグサ，ハルザキ

ヤマガラシ，ハルジョオン，ヒメオドリコソウ，ヒ

メジョオン，ヒメスイバ，ヒメムカシヨモギ，ムラ

サキツメクサ，ヨウシュヤマゴボウ，オオツルイタ

ドリの 20 種で，帰化率（全維管束植物中の外来植

物の割合）は６％と低かった．外来植物の生育場所

は主に遊歩道入り口付近に多かったが，種類数は全

体に少なかった．また，長野県版レッドデータブッ

クに記載されている絶滅危惧種は準絶滅危惧種 1 種

のみが確認された．当地域は多雪地というほどでは

ないが，植物地理学的には日本海区系に位置づけら

れる場所であり，ハイイヌガヤ，オクチョウジザク

ラ，オオバクロモジ，ケイタドリなどの日本海側に

分布がかたよる植物の生育を確認した．また，カタ

クリをはじめクルマバソウ，クジャクシダ，タツノ

ヒゲ，キツネノカミソリなどの個体数が多かった．

　 Ａ ル ー ト に 出 現 し た 植 物 は 240 種 類 で あ っ た．

東斜面一帯には，森林と一部畑であった場所が放置

され形成されたコナラ，クヌギ，オニグルミ，ケン

ポナシなどからなる落葉広葉樹林が発達していた．

その林床にはカタクリ，チゴユリ，ヒトリシズカな

どの春植物が生育していた．また，サイハイランや

オオナルコユリなどが土手斜面に生育し， 遊歩道

        図１　調査位置図．太線のＡ・Ｂ・Ｃは調査ルートを表す．地図は「牟礼村都市計画基本図」を使用．
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沿いの下方の急な北斜面にはキツネノカミソリやク

ルマバソウなどが群生していた．低木層にはアブラ

チャン，クロウメモドキ，ハシバミなどが多かった．

矢筒山頂上の平坦部は草刈りなどが実施されている

が，ヤブカラシなどが繁茂し，植栽されたソメイヨ

シノ，イチョウなどが大木となっている．ヤマホタ

ルブクロ，ノコンギクなどは個体数が少なく，また，

日本海側に分布がかたよる植物のタニウツギやハイ

イヌツゲ，エゾユズリハは出現しなかった．

　Ｂル - トに出現した植物は 181 種類であった．用

水路沿いの明るい場所には外来種のオオブタクサや

セイヨウタンポポなどが繁茂しているが，ケヤキ，

オニグルミなどの樹林の林床にはドクダミ，ゲンノ

ショウコ，キビナワシロイチゴが生育していた．八

蛇川沿いの水路斜面にはオウレンシダをはじめとし

てクジャクシダ， リョウメンシダなどシダ類が多

かった．

　Ｃル - トに出現した植物は 66 種類であった． ケ

ヤキ，オニグルミなどの雑木林の林床にはヤブニン

ジン，ヤマトリカブトなどが生育し，南斜面の畑地

周辺にオオアレチノギク，ハルジョオン，ノゲシ，

コウゾリナなど他の調査コースでは出現しないキク

科植物が多かった．他にナズナ，キュウリグサ，ウ

シハコベなど耕作地周辺に多い種が生育していた．

4. 　おわりに

　矢筒山はかつてその多くが耕作地として利用され

ていた時期があり，その後約 50 年が経過し，畑地

として利用されなくなった場所には自然林が再生

し，それに伴い豊富な林床植物が存在することが明

らかになった．特に東斜面の畑地における耕作放置

後に成立したカタクリ，チゴユリなどの春植物群落

は特筆できる．また，向陽性で県北部には生育が少

ないとされるハシバミと湿潤地を好むクロウメモド

キが混生していることも矢筒山の特徴である．豊富

な植物相を有し郷土環境保全地域に指定されている

矢筒山は，郷土の自然観察ができる里山として多く

の人々に利用されることを期待したい．
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付表　飯綱町矢筒山の植物目録

種　名 学　名
調査ルート

Ａ Ｂ Ｃ
シダ植物

ﾄｸｻ科　

ｽｷﾞﾅ Equisetum arvense ○ ○ ○
ﾊﾅﾔｽﾘ科　

ｵｵﾊﾅﾜﾗﾋﾞ Botrychium japonicum ○
ｴｿﾞﾌﾕﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ Botrychium multifidum var. 

robustum 

○ ○

ｱｶﾊﾅﾜﾗﾋﾞ Botrychium nipponicum ○
ﾅﾂﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ Botrychium virginianum ○
ｾﾞﾝﾏｲ科
ｾﾞﾝﾏｲ Osmunda japonica ○
ｺﾊﾞﾉｲｼｶｸﾞﾏ科
ｵｳﾚﾝｼﾀﾞ Dennstaedtia wilfordii ○
ﾎｳﾗｲｼﾀﾞ科
ｸｼﾞｬｸｼﾀﾞ Adiantum pedatum ○ ○
ﾁｬｾﾝｼﾀﾞ科
ﾄﾗﾉｵｼﾀﾞ Asplenium incisum ○
ｺﾀﾆﾜﾀﾘ Asplenium scolopendrium ○
ｼｼｶﾞｼﾗ科
ｼｼｶﾞｼﾗ Blechnum niponicum ○
ｵｼﾀﾞ科
ﾎｿﾊﾞﾅﾗｲｼﾀﾞ Arachniodes borealis ○
ﾘｮｳﾒﾝｼﾀﾞ Arachniodes standishii ○ ○
ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ Cyrtomium fortunei var. 

clivicola 

○ ○

ｸﾏﾜﾗﾋﾞ Dryopteris lacera ○ ○
ｵｸﾏﾜﾗﾋﾞ Dryopteris uniformis ○
ｲﾜｼﾛｲﾉﾃﾞ Polystichum ovatopaleaceum 

var. coraiense 

○

ｻｶｹﾞｲﾉﾃﾞ Polystichum 

retrosopaleaceum 

○

ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀ Polystichum tripteron ○
ﾋﾒｼﾀﾞ科
ﾋﾒｼﾀﾞ Thelypteris palustris ○
ｲﾜﾃﾞﾝﾀﾞ科
ｲﾇﾜﾗﾋﾞ Athyrium nipponicum ○ ○ ○
ﾔﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ Athyrium vidalii ○
ﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ Athyrium yokoscense ○
ﾎｿﾊﾞｼｹｼﾀﾞ Deparia conilii ○
ｼｹｼﾀﾞ Deparia japonica ○
ｸｻｿﾃﾂ Matteuccia struthiopteris ○ ○
ｲﾇｶﾞﾝｿｸ Onoclea orientalis ○
ｺｳﾔﾜﾗﾋﾞ Onoclea sensibilis var. inter-

rupta 

○

裸子植物

ｲﾁｮｳ科
ｲﾁｮｳ Ginkgo biloba 　　（植栽） ○
ﾏﾂ科
ｶﾗﾏﾂ Larix kaempferi 　（植栽） ○
ﾄﾞｲﾂﾄｳﾋ Picea excelsa 　（植栽） ○
ｱｶﾏﾂ Pinus densiflora （植栽） ○
ｽｷﾞ科
ｽｷﾞ Cryptomeria japonica 

（植栽）

○ ○

ﾒﾀｾｺｲｱ Metasequoia gilptostroboides

( 植栽 )

○

ﾋﾉｷ科
ﾋﾉｷ Chamaecyparis obtusa 

（植栽）

○ ○

ｲﾇｶﾞﾔ科
ﾊｲｲﾇｶﾞﾔ Cephalotaxus harringtonia 

var. nana 

○

種　名 学　名
調査ルート

Ａ Ｂ Ｃ
ｲﾁｲ科
ｲﾁｲ Taxus cuspidata 　（植栽） ○

被子植物

ﾓｸﾚﾝ科
ﾎｵﾉｷ Magnolia hypoleuca ○
ｺﾌﾞｼ Magnolia praecocissima ○ ○ ○
ｸｽﾉｷ科
ﾀﾞﾝｺｳﾊﾞｲ Lindera obtusiloba ○
ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ Lindera praecox ○ ○

ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ
Lindera umbellata var. mem-

branacea.
○

ｾﾝﾘｮｳ科
ﾋﾄﾘｼｽﾞｶ Chloranthus japonicus ○
ﾄﾞｸﾀﾞﾐ科
ﾄﾞｸﾀﾞﾐ Houttuynia cordata ○
ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ科

ﾔﾏﾄﾘｶﾌﾞﾄ
Aconitum japonicum ssp. 

japonicum
○ ○ ○

ﾌｸｼﾞｭｿｳ Adonis ramosa ○
ｱｽﾞﾏｲﾁｹﾞ Anemone raddeana ○
ｻﾗｼﾅｼｮｳﾏ Cimicifuga simplex ○ ○
ﾎﾞﾀﾝﾂﾞﾙ Clematis apiifolia ○ ○ ○
ﾊﾝｼｮｳﾂﾞﾙ Clematis japonica ○
ﾀｶﾞﾗｼ Ranunculus sceleratus ○
ｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ Ranunculus silerifolius ○

ｶﾗﾏﾂｿｳ
Thalictrum aquilegifolium var. 

intermedium 
○

ｱｷｶﾗﾏﾂ
Thalictrum minus var. hypo-

leucum 
○

ﾒｷﾞ科
ｲｶﾘｿｳ Epimedium grandiflorum ○ ○
ｱｹﾋﾞ科
ｺﾞﾖｳｱｹﾋﾞ Akebia × pentaphylla ○
ｱｹﾋﾞ Akebia quinata ○ ○ ○
ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ Akebia trifoliata ○
ﾂﾂﾞﾞﾗﾌｼﾞ科
ｱｵﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ Cocculus trilobus ○ ○ ○
ｱﾜﾌﾞｷ科
ﾐﾔﾏﾊﾊｿ Meliosma tenuis ○
ｹｼ科

ｸｻﾉｵｳ
Chelidonium majus var. asiati-

cum
○ ○ ○

ﾀｹﾆｸﾞｻ Macleaya cordata ○ ○
ｹﾏﾝｿｳ科
ﾑﾗｻｷｹﾏﾝ Corydalis incisa ○ ○
ﾔﾏｴﾝｺﾞｻｸ Corydalis lineariloba ○
ﾆﾚ科
ｴｿﾞｴﾉｷ Celtis jessoensis ○
ｴﾉｷ Celtis sinensis var. japonica ○
ﾊﾙﾆﾚ Cudrania tricuspis ○ ○ ○
ｹﾔｷ Zelkova serrata ○ ○ ○
ｸﾜ科
ﾋﾒｺｳｿﾞ Broussonetia kazinoki ○ ○
ｸﾜｸｻ Fatoua villosa ○ ○
ﾔﾏｸﾞﾜ Morus australis ○ ○ ○

ｲﾗｸｻ科
ｱｶｿ Boehmeria silvestrii ○ ○
ｱｵﾐｽﾞ Pilea mongolica ○ ○
ｲﾗｸｻ Urtica thunbergiana ○
ｶﾅﾑｸﾞﾗ Humulus japonicus ○ ○
ｶﾗﾊﾅｿｳ Humulus lupulus var. cordifo-

lius .

○

Bull. Nagano  Environ. Conserv.  Res.  Inst.  No.3 (2007)
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種　名 学　名
調査ルート

Ａ Ｂ Ｃ
ｱﾌﾞﾗﾅ科
ﾊﾀｻﾞｵ Arabis glabra ○
ﾔﾏﾊﾀｻﾞｵ Arabis hirusuta ssp. nipponica ○
ﾊﾙｻﾞｷﾔﾏｶﾞﾗｼ Barbarea vulgaris ○
ﾅｽﾞﾅ Capsella bursapastoris ○
ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ Cardamine flexuosa ○
ｼﾞｬﾆﾝｼﾞﾝ Cardamine impatiens ○ ○
ｽｶｼﾀｺﾞﾎﾞｳ Rorippa islandica ○
ﾂﾂｼﾞ科
ﾔﾏﾂﾂｼﾞ Rhododendron obtusum var. 

kaempferi （植栽）
○

ｲﾁﾔｸｿｳ科
ﾍﾞﾆﾊﾞﾅｲﾁﾔｸｿｳ Pyrola asarifolia ssp. incar-

nata 
○

ｲﾁﾔｸｿｳ Pyrola japonica ○
ｶｷ科
ﾏﾒｶﾞｷ Diospyros lotus ○
ｻｸﾗｿｳ科

ｵｶﾄﾗﾉｵ Lysimachia clethroides ○
ｺﾅｽﾋﾞ Lysimachia japonica f. subses-

silis 
○

ｱｼﾞｻｲ科
ｳﾂｷﾞ Deutzia crenata ○ ○
ﾊﾞｲｶｳﾂｷﾞ Philadelphus satsumi ○
ｽｸﾞﾘ科
ｻﾞﾘｺﾐ Ribes maximowiczianum ○
ﾍﾞﾝｹｲｿｳ科
ﾎｿﾊﾞﾉｷﾘﾝｿｳ Sedum aizoon ○
ﾕｷﾉｼﾀ科
ﾄﾘｱｼｼｮｳﾏ Astilbe thunbergii var. con-

gesta 
○

ﾈｺﾉﾒｿｳ Chrysosplenium grayanum ○
ﾊﾞﾗ科
ﾋﾒｷﾝﾐｽﾞﾋｷ Agrimonia nipponica ○
ｷﾝﾐｽﾞﾋｷ Agrimonia pilosa var. japonica ○
ｸｻﾎﾞｹ Chaenomeles japonica ○
ﾔﾌﾞﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ Duchesnea indica ○
ﾔﾏﾌﾞｷ Kerria japonica ○ ○
ｽﾞﾐ Malus toringo ○
ﾋﾒﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ Potentilla centigrana ○
ﾐﾂﾊﾞﾂﾁｸﾞﾘ Potentilla freyniana ○ ○
ｵｸﾁｮｳｼﾞｻﾞｸﾗ Prunus apetala var. pilosa ○
ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ Prunus grayana ○
ｵｵﾔﾏｻﾞｸﾗ Prunus sargentii ○
ｿﾒｲﾖｼﾉ Prunus yedoensis　（植栽） ○
ﾉｲﾊﾞﾗ Rosa multiflora ○ ○ ○
ﾅﾜｼﾛｲﾁｺﾞ Rubus parvifolius ○
ｻﾅｷﾞｲﾁｺﾞ Rubus pungens var. oldhamii ○ ○
ｷﾋﾞﾅﾜｼﾛｲﾁｺﾞ Rubus yoshinoi ○
ｱｽﾞｷﾅｼ Sorbus alnifolia ○
ﾏﾒ科
ﾔﾌﾞﾏﾒ Amphicarpaea edgeworthii 

var. japonica 
○ ○

ﾇｽﾋﾞﾄﾊｷﾞ Desmodium podocarpum ssp. 

oxyphyllum 
○ ○

ﾔﾌﾞﾊｷﾞ Desmodium podocarpum 

ssp. oxyphyllum var. 

mandshuricum

○

ﾉｻｻｹﾞ Dumasia truncata ○
ｲﾀﾁｻｻｹﾞ Lahtyrus davidii ○
ﾔﾏﾊｷﾞ Lespedeza bicolor ○
ｸｽﾞ Pueraria lobata ○ ○ ○

種　名 学　名
調査ルート

Ａ Ｂ Ｃ
ｸﾙﾐ科
ｵﾆｸﾞﾙﾐ Juglans mandshurica var. 

sachalinensis 
○ ○ ○

ｻﾜｸﾞﾙﾐ Pterocarya rhoifolia ○
ﾌﾞﾅ科
ｸﾘ Castanea crenata ○ ○
ｸﾇｷﾞ Quercus acutissima ○
ｺﾅﾗ Quercus serrata ○ ○
ｶﾊﾞﾉｷ科
ﾊｼﾊﾞﾐ Corylus heterophylla var. 

thunbergii 
○

ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ Corylus sieboldiana ○
ﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ科
ﾖｳｼｭﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ Phytolacca americana ○
ｱｶｻﾞ科
ｱｶｻﾞ Chenopodium centrorubrum ○ ○
ﾋﾕ科
ｲﾉｺﾂﾞﾁ Achyranthes bidentata var. 

japonica 
○

ﾋﾅﾀｲﾉｺﾂﾞﾁ Achyranthes bidentata var. 

tomentosa 
○ ○ ○

ﾅﾃﾞｼｺ科
ｳｼﾊｺﾍﾞ Myosoton aquaticum ○ ○
ﾐﾄﾞﾘﾊｺﾍﾞ Stellaria neglecta ○ ○
ﾀﾃﾞ科
ﾐｽﾞﾋｷ Antenoron filiforme ○ ○ ○
ｵｵﾂﾙｲﾀﾄﾞﾘ Fallopia dentatoalata ○ ○
ｲﾇﾀﾃﾞ Persicaria longiseta ○
ﾐｿﾞｿﾊﾞ Persicaria thunbergii ○
ｵｵﾐｿﾞｿﾊﾞ Persicaria thunbergii var. 

stolonifera 
○

ﾊﾅﾀﾃﾞ Persicaria yokusaiana ○ ○
ﾐﾁﾔﾅｷﾞ Polygonum aviculare ○
ｹｲﾀﾄﾞﾘ Reynoutria japonica var. 

uzenensis 
○ ○

ｽｲﾊﾞ Rumex acetosa ○ ○
ﾋﾒｽｲﾊﾞ Rumex acetosella ○
ｷﾞｼｷﾞｼ Rumex japonicus ○
ｻﾙﾅｼ科
ｻﾙﾅｼ Actinidia arguta ○
ﾏﾀﾀﾋﾞ Actinidia polygama ○
ｵﾄｷﾞﾘｿｳ科
ｵﾄｷﾞﾘｿｳ Hypericum erectum ○
ｷﾌﾞｼ科
ｷﾌﾞｼ Stachyurus praecox ○ ○
ｽﾐﾚ科
ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ Viola grypoceras ○
ｱｵｲｽﾐﾚ Viola hondoensis ○ ○
ｵｵﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ Viola kusanoana ○ ○
ｲﾌﾞｷｽﾐﾚ Viola mirabilis var. subglabra ○
ﾂﾎﾞｽﾐﾚ Viola verecunda ○ ○
ﾉｼﾞｽﾐﾚ Viola yedoensis ○
ｳﾘ科
ｱﾏﾁｬﾂﾞﾙ Gynostemma pentaphyllum ○
ﾐﾔﾏﾆｶﾞｳﾘ Schizopepon bryoniaefolius ○
ｱﾚﾁｳﾘ Sicyos angulatus ○
ｽｽﾞﾒｳﾘ Zehneria japonica ○ ○
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種　名 学　名
調査ルート

Ａ Ｂ Ｃ
ﾀﾗﾉｷ Aralia elata ○
ｷﾂﾞﾀ Hedera rhombea ○ ○
ﾊﾘｷﾞﾘ Kalopanax septemlobus ○
ｾﾘ科
ｼﾗﾈｾﾝｷｭｳ Angelica polymorpha ○
ﾐﾂﾊﾞ Cryptotaenia japonica ○ ○
ｾﾘ Oenanthe javanica ○
ﾔﾌﾞﾆﾝｼﾞﾝ Osmorhiza aristata ○ ○
ｶﾉﾂﾒｿｳ Pimpinella calycina ○ ○
ｳﾏﾉﾐﾂﾊﾞ Sanicula chinensis ○
ﾔﾌﾞｼﾞﾗﾐ Torilis japonica ○ ○
ｶﾞｶﾞｲﾓ科
ｵｵｶﾓﾒﾂﾞﾙ Tylophora aristolochioides ○
ﾅｽ科
ﾋﾖﾄﾞﾘｼﾞｮｳｺﾞ Solanum lyratum ○ ○
ｲﾇﾎｵｽﾞｷ Solanum nigrum ○
ﾋﾙｶﾞｵ科
ﾋﾙｶﾞｵ Calystegia japonica ○
ﾑﾗｻｷ科
ﾎﾀﾙｶｽﾞﾗ Lithospermum zollingeri ○ ○
ｷｭｳﾘｸﾞｻ Trigonotis peduncularis ○
ｸﾏﾂﾂﾞﾗ科
ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ Callicarpa japonica ○ ○
ﾊｴﾄﾞｸｿｳ科
ﾊｴﾄﾞｸｿｳ Phryma leptostachya ssp. 

asiatica 
○

ｼｿ科
ﾐﾔﾏﾄｳﾊﾞﾅ Clinopodium micranthum var. 

sachalinense 
○

ﾅｷﾞﾅﾀｺｳｼﾞｭ Elsholtzia patrinii ○
ｶｷﾄﾞｵｼ Glechoma hederacea var. 

grandis 
○ ○ ○

ｶﾒﾊﾞﾋｷｵｺｼ Isodon excisus ○
ﾔﾏﾊｯｶ Isodon inflexus ○
ｵﾄﾞﾘｺｿｳ Lamium album var. barbatum ○ ○
ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ Lamium purpureum ○
ﾗｼｮｳﾓﾝｶｽﾞﾗ Meehania urticifolia ○ ○
ｵｵﾊﾞｺ科
ｵｵﾊﾞｺ Plantago asiatica ○
ﾓｸｾｲ科
ｺﾊﾞﾉﾄﾈﾘｺ Fraxinus lanuginosa f. serrata ○
ｲﾎﾞﾀﾉｷ Ligustrum obtusifolium ○
ﾐﾔﾏｲﾎﾞﾀ Ligustrum tschonoskii ○
ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ科
ﾀﾁｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ Veronica arvensis ○ ○
ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ Veronica persica ○ ○ ○
ｷｷｮｳ科
ﾂﾘｶﾞﾈﾆﾝｼﾞﾝ Adenophora triphylla var. 

japonica 
○ ○

ﾔﾏﾎﾀﾙﾌﾞｸﾛ Campanula punctata var. 

hondoensis
○ ○

ﾀﾆｷﾞｷｮｳ Peracarpa carnosa var. circae-

oides 
○ ○

ｱｶﾈ科
ｸﾙﾏﾊﾞｿｳ Asperula odorata ○
ﾔｴﾑｸﾞﾗ Galium spurium var. echinos-

permon 
○ ○

ｶﾜﾗﾏﾂﾊﾞ Galium verum var. nikkoense ○
ｱｶﾈ Rubia argyi ○ ○ ○

種　名 学　名
調査ルート

Ａ Ｂ Ｃ
ﾑﾗｻｷﾂﾒｸｻ Tradescantia reflexa ○
ｼﾛﾂﾒｸｻ Trifolium repens ○ ○
ﾂﾙﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ Vicia amoena ○
ﾔﾊｽﾞｴﾝﾄﾞｳ Vicia angustifolia ○
ｵｵﾊﾞｸｻﾌｼﾞ Vicia pseudoorobus ○
ﾔﾌﾞﾂﾙｱｽﾞｷ Vigna angularis ○
ﾌｼﾞ Wisteria floribunda ○ ○ ○
ｱｶﾊﾞﾅ科
ﾐｽﾞﾀﾏｿｳ Circaea mollis ○
ﾐｽﾞｷ科
ﾊﾅｲｶﾀﾞ Helwingia japonica ○
ﾐｽﾞｷ Swida controversa ○ ○
ｸﾏﾉﾐｽﾞｷ Swida macrophylla ○ ○
ﾆｼｷｷﾞ科
ｵﾆﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ Celastrus orbiculatus var. 

strigillosus 
○ ○ ○

ｺﾏﾕﾐ Euonymus alatus f. ciliatoden-

tatus 
○ ○

ﾂﾙﾏｻｷ Euonymus fortunei var. radi-

cans 
○ ○

ﾂﾘﾊﾞﾅ Euonymus oxyphyllus ○ ○
ﾏﾕﾐ Euonymus sieboldianus Blume ○ ○
ﾓﾁﾉｷ科
ﾊｲｲﾇﾂｹﾞ Ilex crenata var. paludosa ○
ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ科
ｴﾉｷｸﾞｻ Acalypha australis ○
ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ Euphorbia helioscopia ○ ○
ｸﾛｳﾒﾓﾄﾞｷ科
ｸﾏﾔﾅｷﾞ Berchemia racemosa ○
ｹﾝﾎﾟﾅｼ Hovenia dulcis ○
ｸﾛｳﾒﾓﾄﾞｷ Rhamnus japonica var. decipi-

ens 

○ ○

ﾌﾞﾄﾞｳ科
ﾉﾌﾞﾄﾞｳ Ampelopsis brevipedunclata ○ ○ ○
ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼ Cayratia japonica ○
ﾐﾂﾊﾞｳﾂｷﾞ科
ﾐﾂﾊﾞｳﾂｷﾞ Staphylea bumalda ○ ○
ｶｴﾃﾞ科
ﾔﾏﾓﾐｼﾞ Acer amoenum var. matsumu-

rae 
○

ｳﾘｶｴﾃﾞ Acer crataegifolium ○
ｳﾙｼ科
ﾇﾙﾃﾞ Rhus javanica ○
ﾔﾏｳﾙｼ Rhus trichocarpa . ○ ○
ﾆｶﾞｷ科
ﾆﾜｳﾙｼ Ailanthus altissima ○ ○ ○
ﾐｶﾝ科
ｺｸｻｷﾞ Orixa japonica ○
ｻﾝｼｮｳ Zanthoxylum piperitum ○ ○
ｶﾀﾊﾞﾐ科
ｶﾀﾊﾞﾐ Oxalis corniculata ○
ﾌｳﾛｿｳ科
ｹﾞﾝﾉｼｮｳｺ Geranium nepalense ssp. 

thunbergii 
○ ○

ﾂﾘﾌﾈｿｳ科
ｷﾂﾘﾌﾈ Impatiens nolitangere ○
ﾂﾘﾌﾈｿｳ Impatiens textori ○
ｳｺｷﾞ科
ﾔﾏｳｺｷﾞ Acanthopanax spinosus ○ ○
ｳﾄﾞ Aralia cordata ○
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種　名 学　名
調査ルート

Ａ Ｂ Ｃ
ｵﾋｼﾊﾞ Eleusine indica ○
ｶｾﾞｸｻ Eragrostis ferruginea ○ ○
ﾅﾙｺﾋﾞｴ Eriochloa villosa ○
ｲﾌﾞｷﾇｶﾎﾞ Milium effusum. ○
ｽｽｷ Miscanthus sinensis ○
ﾀﾁﾈｽﾞﾐｶﾞﾔ Muhlenbergia hakonensis ○
ﾀﾂﾉﾋｹﾞ Neomolinia japonica ○ ○
ﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ Oplismenus undulatifolius ○ ○ ○
ｽｽﾞﾒﾉﾋｴ Paspalum thunbergii ○
ﾁｶﾗｼﾊﾞ Pennisetum alopecuroides ○ ○
ﾖｼ Phragmites australis ○
ﾊﾁｸ Phyllostac nigra var. henonis ○
ﾐｿﾞｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ Poa acroleuca ○
ｵｵｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ Poa nipponica ○
ﾅｶﾞﾊｸﾞｻ Poa pratensis ○
ﾔﾀﾞｹ Pseudosasa japonica ○
ｼﾅﾉｻﾞｻ Sasa senanensis ○ ○
ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ Setaria faberi ○ ○
ｷﾝｴﾉｺﾛ Setaria glauca ○
ｴﾉｺﾛｸﾞｻ Setaria viridis ○
ｵｵｱﾌﾞﾗｽｽｷ Spodiopogon sibiricus ○
ﾊﾈｶﾞﾔ Stipa pekinensis ○ ○
ｼｮｳｶﾞ科
ﾐｮｳｶﾞ Zingiber mioga ○
ﾕﾘ科
ﾉﾋﾞﾙ Allium macrostemon ○
ﾋﾒﾆﾗ Allium monanthum ○
ｵｵｳﾊﾞﾕﾘ Cardiocrinum cordatum var. 

glehnii 
○ ○

ﾎｳﾁｬｸｿｳ Disporum sessile ○ ○
ﾁｺﾞﾕﾘ Disporum smilacinum ○ ○
ｶﾀｸﾘ Erythronium japonicum ○
ﾔﾌﾞｶﾝｿﾞｳ Hemerocallis fulva var. kwan-

so 
○ ○

ﾔﾌﾞﾗﾝ Liriope platyphylla  ○ ○
ｷﾂﾈﾉｶﾐｿﾘ Lycoris sanguinea ○ ○
ｵｵﾊﾞｼﾞｬﾉﾋｹﾞ Ophiopogon planiscapus ○
ﾂｸﾊﾞﾈｿｳ Paris tetraphylla ○
ｸﾙﾏﾊﾞﾂｸﾊﾞﾈｿｳ Paris verticillata ○
ﾅﾙｺﾕﾘ Polygonatum falcatum ○
ﾐﾔﾏﾅﾙｺﾕﾘ Polygonatum lasianthum ○ ○
ｵｵﾅﾙｺﾕﾘ Polygonatum macranthum ○ ○ ○
ｱﾏﾄﾞｺﾛ Polygonatum odoratum var. 

pluriflorum 
○ ○

ﾊﾞｲｹｲｿｳ Veratrum grandiflorum ○
ｼｭﾛｿｳ Veratrum maackii ○
ｼｵﾃﾞ科
ｻﾙﾏﾒ Smilax biflora var. trinervula ○
ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ Smilax china ○
ｼｵﾃﾞ Smilax riparia ○
ﾔﾏｶｼｭｳ Smilax sieboldii ○ ○
ﾔﾏﾉｲﾓ科

ﾔﾏﾉｲﾓ Dioscorea japonica ○ ○
ｳﾁﾜﾄﾞｺﾛ Dioscorea nipponica ○
ｵﾆﾄﾞｺﾛ Dioscorea tokoro ○
ﾗﾝ科
ｻｻﾊﾞｷﾞﾝﾗﾝ Cephalanthera longibracteata ○
ｻｲﾊｲﾗﾝ Cremastra appendiculata ○ ○
ｼｭﾝﾗﾝ Cymbidium goeringii ○

種　名 学　名
調査ルート

Ａ Ｂ Ｃ
ｽｲｶｽﾞﾗ科
ｽｲｶｽﾞﾗ Lonicera acuminata var. 

japonica 
○ ○ ○

ﾐﾔﾏｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ Lonicera gracilipes var. glan-

dulosa 
○ ○

ﾆﾜﾄｺ Sambucus racemosa ssp. 

sieboldiana 
○

ｶﾞﾏｽﾞﾐ Viburnum dilatatum ○ ○
ｶﾝﾎﾞｸ Viburnum opulus var. sargen-

tii 
○

ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ Viburnum wrightii ○
ｵｵﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ Viburnum wrightii var. stipel-

latum 
○ ○

ｵﾐﾅｴｼ科
ｵﾄｺｴｼ Patrinia villosa ○
ｷｸ科
ﾉﾌﾞｷ Adenocaulon himalaicum ○
ｵｵﾌﾞﾀｸｻ Ambrosia trifida ○ ○
ﾖﾓｷﾞ Artemisia indica var. 

maximowiczii
○ ○

ﾕｳｶﾞｷﾞｸ Aster iinumae ○
ﾉｺﾝｷﾞｸ Aster ovatus ○ ○
ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ Bidens frondosa ○
ﾔﾌﾞﾀﾊﾞｺ Carpesium abrotanoides ○ ○
ｱｽﾞﾏﾔﾏｱｻﾞﾐ Cirsium microspicatum  f. 

microspicatum 
○ ○ ○

ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ Conyza canadesis ○
ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ Conyza sumatrensis ○
ﾊﾙｼﾞｵﾝ Erigeron philadelphicus . ○ ○
ﾖﾂﾊﾞﾋﾖﾄﾞﾘ Eupatorium glehni ○
ﾋﾖﾄﾞﾘﾊﾞﾅ Eupatorium makinoi ○
ﾔｸｼｿｳ Paraixeris denticulata ○
ﾌｷ Petasites japonicus ○ ○ ○
ｺｳｿﾞﾘﾅ Picris hieracioides ssp. ja-

ponica 
○

ﾉｹﾞｼ Sonchus oleraceus. ○
ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ Stenactis annuus ○ ○
ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ Taraxacum elatum ○
ｼﾅﾉﾀﾝﾎﾟﾎﾟ Taraxacum hondoense ○ ○
ｻﾄｲﾓ科
ﾏﾑｼｸﾞｻ Arisaema serratum ○
ﾋﾒｻﾞｾﾞﾝｿｳ Symplocarpus nipponicus ○
ﾂﾕｸｻ科
ﾂﾕｸｻ Commelina communis ○ ○
ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科
ｶｻｽｹﾞ Carex dispalata ○
ﾏｽｸｻ Carex gibba ○
ﾋｺﾞｸｻ Carex japonica ○
ｼﾊﾞｽｹﾞ Carex nervata ○
ﾔﾌﾞｽｹﾞ Carex rochebrunii ○
ﾆｼﾉﾎﾝﾓﾝｼﾞｽｹﾞ Carex stenostachys ○ ○ ○
ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ Cyperus microiria ○
ｲﾈ科
ﾔﾏﾇｶﾎﾞ Agrostis clavata ○
ﾔﾏｶﾓｼﾞｸﾞｻ Brachypodium sylvaticum var. 

miserum 
○ ○ ○

ｽｽﾞﾒﾉﾁｬﾋｷ Bromus japonicus ○
ﾉｶﾞﾘﾔｽ Calamagrostis brachytricha ○
ｶﾓｶﾞﾔ Dactylis glomerata ○
ﾒﾋｼﾊﾞ Digitaria ciliaris ○
ｱｷﾒﾋｼﾊﾞ Digitaria ischaemum var. asi-

atica
○ ○
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